
さがきわめて高く ， 頭部や底郊の肉l写は薄い。荷重が軽〈摩耗

も i足いので， むしろ平時における保修の手を省くために全体と

しての強度を大にしてある。現在舗装にさしっかえなし、かさ「り

主としてこれを用い，告lìã圭や自動車交通に支障するところや，

l凶総部ではみぞレ ーノレを用いる。曲線部でもその半径が小さく

て脱線防止軌条の欲しいようなところでは， 護輪みぞレーノレを

使用するのである。護輪みぞ ν ー ノレは，みぞレーんにくらべて

縁が?~く な っている。みぞレ ー ノレはみぞ付レール ともし、う。 段

付レールも由Iì装のある市街地電車線に敷設し，舗装に対して，

車輸の 7 ランジ(Ila nge) の通る輪縁路(Ilange way) を確保する

ようにできているものである。

現在使用されているレ ールは以上のほかに少金ではあるが，

つぎのような特殊な目的をもったレーノレがある。

ク レ ー ンレール (crane rail) 起童館員走行刑に使用するもの

で， 市さは低いが幅広く低迷， 重荷重に対して安全である。も

ちろん普通レ ー ノレもクレ ー γ レーんとして使朋できる。

* 第三軌条 (th i rd rail) 地下鉄道などにおけるき電線に用

いるレ ー ノレを第三軌条 とし、 し、 ， 通常は普通レーノレを用いてい る

が，大阪地下鉄では，高さの低い傾広の特殊レーノレを用い，国

鉄日主71<.峠のアプ ト鉄道では， 昔の牛jjJ(軌条をそのまま使用 して

いる。

帽子型軌条 (fi ll ed rail , full web section rail) 腹部がj写

く ， 断面の形状が中の詰まった附子の院rr簡に似ているのでこの

名がある。このレー ノレから分岐探のもっ とも弱L 、部分であるト

ングレー ノレを削り 出して作るから， ポイント ・ レ ー ル と いうこ

ともある。

エレベータ・レール (elevator rail) エ レベータ男降の際の

案内レーノレをいう。

歯軌条 *ラックレーノレ (rack ra il ) のこと であり ， アプト

式登山鉄道 (Abt-system rail way) に用いる。普通のいわゆる

レーノレとは観念の違ったものであ る。

4 性能， 製法，材質， 化学成分などの特長による分け方

liilI üJ(j倣条 レ ー ノレの而m11:を胤すために，頭部の111輪踏商だ

けを硬くしたレー ノレをしづ。 ドイツのオスナプルック工場では

頭部に特殊鋼を用いた合成軌条 (compound rail ) を製造してお

り，わが国では普通レ ー ノレの頭部だけを熱処渡して， ソノレパイ

ト組織としたものを使用している。わが国のものを熱処理レー

ルまたはソノレバイト ・ レ ー ノレともいう。 本 レールの材質。

合金銅軌条 普通レ ーノレは炭素鋼レーノレであり ， これにマ γ

ガン ， チタニウム，ニ ッケノレ，クロー ム等の元~を添加して成

分 ・ 性能を変えたレーノレて・ある。

以上のほかアメリカの AREA で近年レ ーノレのあご下の肉を

憎し，チL味を大きくしたレーノレを制定，へ ツドフリー (head

free) と称して使用している。これは元来， 軸重の地方Hに伴っ

て上首切れが多く発生するので， その対策として考案されたも

のでらるが， 継目板はその頭部I~l\角部のみがレー ノレあご下につ

くヘッ ドフリ ー型継目板を採用， 好結来を得ている。すなわち

現在ではヘッ ドフリ ー・ ジョイント (head free jo i nt) として知

られている。

5 ν ーノレのマ -!J の見方

わが国では明治 34 年， 現在の八幡製鉄株式会社の前身で、ある

官営八幡製鉄所が設置され， 一国産業の根幹と 111需の~立をltlJ

して作業が開始された。そしてまず製造されたものはレ ー ノレで

あ っ た。戦後の今日では富士製鉄株式会社も ， その釜石製鉄所

でレーノレの製造を行っており ， とも にイ γ ド ， ピノレマ ， γ ャム ，

その他の東南アジアを初め南米言者固にも輸出している脱況であ

レ ールのなが

る。ここにそのレールに付してあるマ ークの解説を付記する。

(1) 製造所， 製作年月日 レ ーノレの腹部に約 2 m 間隔に浮)\~

り(うき十まり)になっている。

(八幡製) 50 P_S 。悶 1lllOH

(宮城) 50 P_S ( 1955 1111 OH 

50 ・50kg/m ， p_ S_ ..P. S _ 担断面，マーク 会社のマーク，

1955 1111. 1955年 4 月

O_H 平炉製 (open hearth の意)

(2) 成分その他

製造所 ・ 製作年月日の浮彬しである反対 ßtIJの，向って左端に

成分その他が刻印しである。

(八幡製) 1 -H 25634 C 67 

(富士製) 3864Al-2 C67 

八幡製 1 同一鋼擁の第 l レ ー ノレを示す。 1 溶鏑から 15 他1

の鋼泌を作るので，問一溶鋼の第 l レ ー ノレが 15 本出る。 l 鋼挑

からは， 25 m レーノレ 3 本をとるので，番号は 3 まである。

H 軌条工主品名記号，ほかに M というのがある。

25634 溶鋼番号

C. 炭素

67 ・含有:@: 0.67 %を示す

笛土製 3864 溶鋼番号

A. 鏑見番号， 1 溶鏑から 10 倍1の鋼塊を作る

1 .1 鍋掠から 2 悩の鏑片を作るが， その鋼片番号

2... 1 鋼片から 25 m レ ー ノレ 2 本を とるが， その第 2

レ ー ノレ

C67 八鱗製に同 じ

(3) 端商塗色

レ ーノレはその炭素坦:によって 1 級品と 2 級品に分けるが，

それが 1 目でわかるように，端部にベイント で色分けをしてお

く。

青色 1 級レ ー ノレ， 白色 2 級 ν ー ノレ

参考文献 中島龍一ミ富士 軌条( レーノレ ) (11百 18) 。小野諒兄若

鉄道線路の構造及強度(1Il:l 23) 0 R_ E. & M_ Cyclopedia ( 1948) 。

八幡製鉄製品カタロ グ (1954 ) 0 (沢田謙二)

レールのながさ レールの長さ 初期鋳鉄製であったときは

3-5' であったが， 錬鉄製を綴圧(てんあっ)により 製造するよう

になってからは， 15 - 18' くらいの長さになった。レ ーノレの継

目部は線路の最弱点であるので， レ ーんはなるべく長い方がよ

い。しかしながら製造関係設備の能力，取扱いの使否， 輸送上

の問題， 敷設後の混皮による伸縮等をあわせ考えると ， むやみ

に長いレ ーんを作ることはできない。今 日 l 本のレ ー ノレの長さ

としておもなものは， わが国 20 および 25 m ， フランス 18 ・ 24

および 36m ， ドイツ 15 および 30m，スイス 36m， アメリカ

AREA 6びなどである。

標準長軌条 レー ノレを製造する場合，どれだけの長さにする

かをそのつど定めることは， 製造者にとっても使用者にとって

も不便であるから， あらかじめ適当な長さを定めて， これを製

造標準 としてお くこ とが望ましい。このあらかじめ定めた製造

標準長をレールの標準長という 。日本工業規絡では， レーノレの

際準長を 10 ・ 20 および 25m と定めてあるので，製造者と して

はこの 3 極の長さを作るだけの設備をし，使用者はできるだけ

この標準長のものから選択附入することが便利である。標準長

にはこのほかに使用者のしづ傑準長がある。使用者が自己の鉄

道に使用するレー ノレの長さを一定にしたい理由から，使用標準

を定めたもので， そのレーノレはその使用者の傑準長軌条てずある。




